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●自然換気と昼光の併用利用に関する研究は見かけられない。
●ハイブリット利用による省エネルギー効果が明確にできる。
●併用利用のメリットとデメリットが明確にできる。
●制御方法を含む設計指針が確立できる。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

◎自然換気システム ◎昼光利用システム

　近年、地球温暖化をはじめ大気中のPM2.5など室内外の空気環境問題が以前にもまして大きく注目さ
れています。特に、建築物は省エネルギーの観点から高気密・高断熱化が進められており、それにともない
健全な室内空気環境の維持のためには計画換気が必要不可欠です。このような背景から積極的に太陽エ
ネルギーを利用する「ソーラーチムニー」などの自然換気システムと「ライトコート」などの昼光利用システ
ムが注目されています。本研究では、それぞれのシステムを別々に設けるのではなく、両機能を併用できる
ハイブリッド換気・光システムの開発を目的としています。

【研究シーズの概要】

●地下街や地下駐車場などの地下空間における換気計画や照明計画に応用
●中高層ビルのZEHや住宅のZEBに応用
●発電装置への応用

【産業界での展開・用途】
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自然換気と昼光利用の
ハイブリット換気・光システムの研究開発

【研究シーズテーマ】
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